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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
１
週
間
の
新
規
感
染
者

が
２
週
連
続
で
世
界
最
多

だ
っ
た
」「
若
い
人
の
感
染

者
が
目
立
つ
」「
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
身
近
に
も
多
く

な
っ
て
き
た
」「
政
府
の
対

策
は
、
自
治
体
や
個
人
ま

か
せ
。
無
為
無
策
だ
」「
こ

ん
な
時
に
国
会
を
３
日
で

閉
じ
る
と
は
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
と
自
民
党
。

「
統
一
協
会
の
票
を
安
倍

元
首
相
が
候
補
者
に
割
り

振
っ
て
い
た
と
の
報
道
も

出
て
き
た
」「
維
新
の
会
は

関
係
の
あ
っ
た
国
会
議
員

13
人
の
氏
名
を
公
表
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

最
賃
31
円
上
げ
９
６
１

円
に
（
２
日
）。「
上
げ
幅

最
大
で
も
物
価
髙
に
及
ば

な
い
」「
地
域
間
格
差
も
拡

大
し
た
」「
31
円
で
は
少
な

す
ぎ
る
、
こ
れ
で
は
１
５

０
０
円
に
な
る
ま
で
何
年

も
か
か
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
。「
岸
田
首
相
が
初
め

て
演
説
し
た
が
核
兵
器
禁

止
条
約
に
は
一
言
も
触
れ

な
か
っ
た
」「
被
爆
者
団
体

か
ら
批
判
の
声
が
あ
が
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
穀
物

を
積
ん
だ
船
が
出
航
（
２

　

２
０
１
０
年
末
に
起
き

た
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

に
よ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
客

室
乗
務
員
１
６
５
人
の
解

雇
事
件
に
つ
い
て
、
会
社

と
日
航
乗
員
組
合
、
日
航

キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ

ン
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
は
７
月
29

日
、「
整
理
解
雇
問
題
解
決

に
関
す
る
協
定
・
合
意
書
」

に
調
印
し
ま
し
た
。
調
印

に
あ
た
り
赤
坂
社
長
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
争
議

被
解
雇
者
に
名
誉
回
復

労
使
正
常
化
に
努
力

　
　
　
　
会
社
と
２
労
組 

協
定
に
調
印

被
解
雇
者
へ
名
誉
回
復
を

は
か
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
案
は
会
社
か
ら
６

月
に
示
さ
れ
、
会
社
が
労

使
の
信
頼
関
係
の
正
常
化

に
努
力
す
る
と
し
、
健
全

な
労
使
関
係
が
安
全
運
航

の
基
盤
だ
と
確
認
。
二
度

と
整
理
解
雇
の
必
要
性
が

生
じ
な
い
よ
う
経
営
の
安

定
化
に
努
め
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
に
乗
員
組
合
５
人
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
３
人
の
被
解
雇
者

が
日
航
の
地
上
職
で
職
場

復
帰
を
実
現
。
今
回
の
協

定
で
、
希
望
者
全
員
に
業

務
委
託
で
２
年
契
約
、
月

額
12
万
５
０
０
０
円
の
職

務
機
会
を
提
供
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

全
労
連
や
全
労
協
、
日

本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労

組
会
議
な
ど
が
国
民
支
援

共
闘
会
議
を
結
成
し
て
支

援
し
て
粘
り
強
く
た
た
か

い
、
今
後
の
展
望
に
も
つ

な
が
る
合
意
を
得
た
も
の

で
す
。原発汚染水放出に抗議

抜本的な止水対策  優先を

　　環境 NGO が声明

　

原
子
力
規
制
委
員
会
が
、

福
島
原
発
事
故
で
発
生
す

る
高
濃
度
の
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
む
汚
染
水
（
ア
ル
プ

ス
処
理
水
）
を
薄
め
て
海

に
放
出
す
る
東
電
の
計
画

を
認
可
し
た
こ
と
に
、
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「FoE Japan

」

は
７
月
22
日
、
抗
議
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
放
出
さ
れ
る

放
射
性
物
質
の
総
量
が
示

さ
れ
な
い
ま
ま
審
査
さ
れ

た
こ
と
や
、
放
出
前
の
測

定
対
象
の
放
射
性
物
質
の

選
定
な
ど
を
先
送
り
に
し

て
い
る
こ
と
な
ど
今
回
の

認
可
の
問
題
点
を
指
摘
。

地
質
の
専
門
家
の
提
案
を

真
剣
に
検
討
し
、
汚
染
水

の
増
加
に
つ
い
て
抜
本
的

な
止
水
対
策
を
優
先
す
べ

き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い

ま
す
。

日
）。「
や
っ
と
出
航
し
た
。

こ
の
先
も
安
全
に
運
航
出

来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ヤ
ク
ル
ト
の
村
上
宗
隆
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

選
手
が
５
打
席
連
続
ホ
ー

ム
ラ
ン
（
２
日
）。「
31
日

の
阪
神
戦
、
２
日
の
中
日

戦
を
通
じ
て
５
打
席
連
続

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

山
形
、
新
潟
、
北
陸
で

豪
雨
。「
各
地
で
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
豪
雨
に
な
っ

て
い
る
」「
首
都
圏
で
も
突

然
の
豪
雨
で
驚
い
た
」「
猛

烈
な
暑
さ
が
続
い
た
の
で
、

木
曜
日
の
雨
は
激
し
か
っ

た
が
涼
し
く
な
り
、
久
し

ぶ
り
に
よ
く
寝
ら
れ
た
」

役員報酬
１億円超 663 人　過去最多
　労働者との格差トヨタ最大
　　　東京商工リサーチ調べ

逢
坂
冬
馬
著

『
同
志
少
女
よ
、敵
を
撃

て
』

　

早
川
書
房

　

２
０
９
０
円（
税
込
）

　

母
と
２
人
狩
り
に
出
て

い
た
時
、
ド
イ
ツ
軍
が
村

に
攻
め
込
み
村
人
を
虐
殺
、

母
が
峠
か
ら
指
揮
官
を
撃

と
う
と
し
た
瞬
間
倒
れ
た
。

ソ
連
軍
が
来
て
ド
イ
ツ
軍

を
殲
滅
、
し
か
し
狙
撃
兵

は
逃
げ
た
。
悲
し
む
少
女

に
ソ
連
軍
女
性
指
揮
官
が

「
戦
い
た
い
か
、死
に
た
い

か
」
と
問
う
。
少
女
は
狙

撃
兵
に
な
る
。
最
後
に
ド

イ
ツ
軍
の
狙
撃
兵
と
対
決

す
る
。
主
人
公
の
内
面
の

変
化
を
追
う
。
戦
争
を
突

き
詰
め
て
戦
争
を
否
定
し

て
い
る
、
と
受
け
止
め
た

い
。『
戦
争
は
女
の
顔
を
し

て
い
な
い
』
を
下
敷
き
に

し
て
い
る
。　
　
（
Ｎ
）

　
「
世
界
基
督
教
統
一
神

霊
協
会
」（
統
一
協
会
）
か

ら
「
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
」
へ
の
名
称
変
更
に

つ
い
て
、
文
化
庁
宗
務
課

は
１
９
９
７
年
か
ら
変
更

申
請
を
拒
否
し
て
い
ま
し

た
が
、
安
倍
政
権
下
の

２
０
１
５
年
に
突
然
、
申

請
を
受
理
・
認
証
し
ま
し

た
。

　

認
証
し
た
際
の
決
裁
文

書
を
、
日
本
共
産
党
の
宮

情
報
隠
し  

な
ぜ
?!

統
一
協
会
の
名
称
変
更

政
府
決
裁
文
書
が
黒
塗
り

　

上
場
企
業
の
２
０
２
２

年
３
月
期
決
算
で
、
１
億

円
以
上
の
役
員
報
酬
を
開

示
し
た
の
は
２
８
７
社
、

人
数
は
６
６
３
人
で
し
た
。

社
数
・
人
数
と
も
に
開
示

制
度
が
開
始
さ
れ
た
10
年

３
月
期
以
降
で
、
過
去
最

多
を
更
新
。
前
年
比
は
34

社
１
１
９
人
の
増
加
で
す
。

　

役
員
報
酬
額
ト
ッ
プ
は
、

Ｚ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

慎し
ん

ジ
ュ
ン
ホ
取
締
役
の

43
億
３
５
０
０
万
円
で
し

た
。

　

報
酬
１
億
円
以
上
の
役

員
に
つ
い
て
報
酬
額
と
労

働
者
の
平
均
賃
金
を
比
較

す
る
と
、
格
差
が
最
大

だ
っ
た
の
は
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
で
し
た
。
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
カ
フ
ナ
ー
取
締
役
の

報
酬
額
、
９
億
６
０
０
万

円
に
対
し
、
従
業
員
の
平

均
給
与
は
８
５
７
万
１
０

０
０
円
と
１
０
５
・
７
倍

も
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

本
徹
議
員
が
開
示
を
求
め
、

文
化
庁
は
こ
の
ほ
ど
提
出
。

と
こ
ろ
が
文
書
の
名
称
変

更
の
理
由
や
統
一
協
会
の

議
事
録
が
す
べ
て
黒
塗
り

（
非
開
示
）で
す
。
そ
の
理

由
は
、
同
協
会
の
「
正
当

な
利
益
を
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
い
う
も
の
。
１

９
９
７
年
当
時
に
宗
務
課

長
だ
っ
た
前
川
喜
平
元
文

科
事
務
次
官
は
「
非
開
示

の
理
由
が
な
ぜ
協
会
の
利

益
侵
害
に
あ
た
る
の
か
説

明
が
つ
か
な
い
」
と
い
い

ま
す
。
政
府
は
情
報
隠
し

を
や
め
、
す
ぐ
公
開
す
べ

き
で
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
が

あ
ち
こ
ち
で
満
開
、
夏
を

感
じ
さ
せ
る
」

次
回
発
行
は
８
月
22
日

で
す
。

　

金
属
は
微
生
物
に
よ
っ

て
も
腐
食
す
る
こ
と
が
あ

り
、
硫
酸
塩
還
元
細
菌
が

生
成
す
る
硫
化
水
素
に
よ

る
腐
食
モ
デ
ル
が
提
唱
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

海
洋
研
究
開
発
機
構
な

ど
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
９

種
類
の
鋼
を
淡
水
環
境
に

22
ヶ
月
浸
漬
し
、
腐
食
状

微生物による金属腐食の課程を解明

　海洋研究開発機構・秋田大学など
　　Npj Materials Degration 6,45(2022)

況
と
微
生
物
の
変
化
を
遺

伝
子
解
析
で
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
炭
素
鋼
な
ど

で
は
腐
食
の
初
期
に
硫
酸

塩
還
元
細
菌
は
ほ
と
ん
ど

存
在
せ
ず
、
鉄
酸
化
細
菌

が
多
く
、
腐
食
が
進
む
と

鉄
還
元
細
菌
が
増
加
し
、

さ
ら
に
進
む
と
硫
酸
塩
還

元
細
菌
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
ク
ロ
ム
を
含
む
９
％

Cr
鋼
で
は
硫
黄
酸
化
細
菌

が
顕
著
に
増
加
し
、
硫
酸

塩
還
元
菌
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

微
生
物
腐
食
が
進
む
課

程
で
の
微
生
物
の
変
化
を

捉
え
た
の
は
初
め
て
で
す
。

ま
た
高
ク
ロ
ム
鋼
で
硫
酸

塩
還
元
細
菌
が
寄
与
し
な

い
腐
食
現
象
を
捉
え
ま
し

た
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
、
プ
ロ
野
球

新
記
録
を
達
成
し
た
」「
３

冠
王
達
成
も
夢
で
は
な


